
癌種 子宮体癌
登録No. 　子体4 AP（短縮）
薬 品 名  （商 品 名） 一　般　名 略号 標準投与量 投与経路 投薬期間 休薬期間 １クール期間

シスプラチン シスプラチン CDDP 50 mg/m2 ｄｉｖ ＤＡＹ 1 2～3週 3～4週
ドキソルビシン ドキソルビシン DXR 60 mg/m2 ｄｉｖ ＤＡＹ 1 2～3週 3～4週

<　AP前日 >
①　 ビカネイト1000 ml / 8時間
< AP療法当日>
①　ソルデム3A 500 ml + ファモチジン 1A / 2時間
②　マンニットール 300 ml / 1時間30分
③　ソリューゲンF 500 ml + デキサート 1.5V / 1時間30分
④　NS 100 ml + アロキシ １Ａ+ アロカリス １Ａ / 30分
⑤　NS 350 ml + シスプラチン　　　　　mg  / 2時間
⑥　NS 50 ml +  ドキソルビシン　　　　　mg  / 10分
⑦　NS 500 ml + 8.4%メイロン 20 ml + メトクロプラミド 1A / 2時間
⑧　ヴィーンD 500 ml + ネオファーゲンC 20 ml + タチオン 200mg / 2時間30分
⑨　ソルデム3A 500 ml + ファモチジン 1A / 2時間30分
⑩　NS 500 ml + 8.4%メイロン 20 ml + メトクロプラミド 1A / 2時間30分

【注意事項】
・術後補助化学療法として6コース施行
・DXRの総投与制限は500mg/m2
・デカドロン錠4mg、Day2-4⇒2錠分2 朝・昼食後

<休薬規定>
・好中球<1500、PLT<7.5万、AST/ALT>100、T-bil>1.5、Cre>1.5またはCCR<50、Gr3以上の非血液毒性
<減量規定>
FN、好中球<500が5日以上持続、Gr3以上の非血液毒性

R3.11.22改訂
R5.3.15改訂
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